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図 2 中の B に属する実験観測データは，当初，研究グ













書式や DB および公開 Web-DB 側の実装に依存するの
で複雑になる．以下に，利用頻度が多いと思われる制
限方法を示す． 
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4.2.1 節参照）  
【グループ管理者】 3.3  Web-DB管理システムと公開Web-DBの関係 
 ・管理を委任されたグループを提供された Web イ
ンターフェイスを用いて，管理する．グループ
管理者は，研究室や研究グループの代表または




































































































Intel Xeon 3.40GHz, RAM:2GB）を使用する． 
・ソフトウェア：OS は Linux，Web サーバは Apache
を用いる．システムの記述はPHPで行なう．DBMS






















































Web と DB を分離することの２点である． 
前者に関しては，基本認可用モジュールを公開環境
に合わせて修正し組み込みを行なう．後者に関しては，

































































































限）を公開 Web-DB ごとに管理する．公開 Web-DB を
管理下に置く際に，デフォルトで与えられる基本的な
アクセス権限の一覧を表 3 に示す．現在，基本的なア
クセス権限は 01～04 および 09 を使用しているが，そ
の意味づけを含めて Web-DB ごとに変更可能である． 
特別権限（プロジェクト権限）は，短期・長期のプ
ロジェクトやキャンペーン観測などを想定したもので












個別 DB 管理（6）は，公開 Web-DB ごとに管理され，
実際に公開Web-DB に受け渡される情報の内容を管理
する．図 9 に，ある公開 Web-DB の管理内容の一部を
示す．図中のデータ区分は，公開 Web-DB に対するア





1 DB マスタ  ー ○ × 
2 データ管理者 ○ × 
3 権限マスタ  ー ○ ○ 
4 グループ権限 ○ ○ 
5 ユーザ権限 ○ ○ 
6 個別 DB 管理 ○ ○ 
7 DB 一覧表示 ○ ○ 






1 グループ更新 ○ ○ 
2 グループ削除 ○ × 
3 グループ作成 ○ × 
4 ユーザ更新 ○ △※ 
5 ユーザ削除 ○ △※ 
6 ユーザ作成 ○ △※ 
7 サブグループ ○ ○ 
8 ログ管理 ○ × 
※ グループ管理者以上の権限を持つユーザを作成・削除
することはできない 
表 3 基本的なアクセス権限 
権限 名称 参照可能 
データ 意味 
01 基本レベル 01 全データ システム管
理者 
02 基本レベル 02 一部 研究チーム 
03 基本レベル 03 一部 共同研究者 
04 基本レベル 04 一部 一般ユーザ
Default 
09 基本レベル 09 一部 ゲスト 
図 8 権限管理画面（一部） 図 7 データ管理機能 
  



















その概要を紹介する．図 10 に利用者が公開 Web-DB
を利用するための機能（データ検索入り口と呼んでい
る）の概要を示す．図中の番号および矢印は，公開





宙・超高層と地上・地下の 2 領域 6 種類の公開 Web-DB
を Web-DB 管理システムの管理下に置いた．その一覧






今回管理下に置いた公開 Web-DB の DB アクセスの
ユーザインターフェイスは以下の通りである． 
・実験観測データを格納する DB からデータを検索









XML/Web Service (SOAP over http)[8,9] を利用し





















2 CDF（Common Data Format）[6,7]：自己記述型の汎用デー
タフォーマットの一種 図 9 個別 DB 管理画面（一部） 





表 4  各公開Web-DBの概要 








































































































図 11 観測年ごとに制限した例 
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